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果
実
に
お
け
る
Ｇ
Ｉ
登
録
の
効
果

　

本
稿
で
は
、
地
理
的
表
示
（
以

下
「
Ｇ
Ｉ
」
と
い
う
）
登
録
の
効

果
を
最
大
限
発
揮
す
る
た
め
の
事

業
モ
デ
ル
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

本
稿
の
執
筆
に
当
た
り
、
Ｅ
Ｕ

な
ど
で
見
ら
れ
る
Ｇ
Ｉ
登
録
の
効

果
が
日
本
で
も
見
ら
れ
る
か
に
つ

い
て
、
生
産
者
団
体
に
対
し
記
述

式
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

た
。
二
〇
二
二
年
七
月
一
五
日
時

点
で
Ｇ
Ｉ
登
録
さ
れ
て
い
る
果
実

お
よ
び
果
実
加
工
品
の
二
二
産
品

の
う
ち
、
七
三
％
に
当
た
る
一
六

産
品（
※
）か
ら
回
答
を
得
た
の
で
、

ま
ず
は
そ
の
結
果
か
ら
見
て
い
く
。

※
あ
お
も
り
カ
シ
ス
、
市
田
柿
、
能
登

志
賀
こ
ろ
柿
、
東
根
さ
く
ら
ん
ぼ
、
大

分
か
ぼ
す
、
飯
沼
栗
、
木
頭
ゆ
ず
、
堂

上
蜂
屋
柿
、
香
川
小
原
紅
早
生
み
か
ん
、

こ
お
げ
花
御
所
柿
、
つ
る
た
ス
チ
ュ
ー

ベ
ン
、
八
代
特
産
晩
白
柚
、
物
部
ゆ
ず
、

山
形
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
、
西
浦
み
か
ん
寿

太
郎
、
甲
子
柿

▼
売
上
の
向
上
・
下
げ
止
ま
り

　

Ｇ
Ｉ
登
録
に
よ
っ
て
、
登
録
前
よ
り

も
売
上
高
が
上
が
っ
た
が
二
件
（
一
二
・

五
％
）、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
売
上
減
少
に

下
げ
止
ま
り
を
見
せ
た
が
一
件
（
六
・

三
％
）
な
の
に
対
し
、
変
化
な
し
は
九
件

（
五
六
・
三
％
）、
下
が
っ
た
が
一
件
（
六
・

三
％
）、
評
価
で
き
な
い
が
二
件
（
一
二
・

五
％
）
で
あ
っ
た
（
図
１
）。

果実に係る地理的表示と産地結集
－ブランド・エクイティと

アウトカム獲得のための事業モデル

【アンケート設問】
     

【問 1-1】GI 登録によって、登録前よりも売上高が上がりましたか？または、コロ

ナ禍の中、売上減少に下げ止まりを見せていますか？	 	

【問 1-2】問 1-1で売上高が上がった（または下げ止まりを見せている）という場合、

それは単価が上がったからですか？それとも取引量が増えたからですか？また、ど

の程度、単価（または取引量）が上がりましたか？	

【問 2】GI 登録によって、農家の手元に残る利益は増えましたか？また、どの程度、

増えましたか？	 	 	 	 	 	

【問 3】GI登録によって、担い手・雇用は増えましたか？また、どの程度、増えましたか？

【問 4-1】GI 登録産品について、輸出していますか？	 　　　　　　	

【問 4-2】問 4-1で輸出しているという場合、どこの国に輸出していますか？	

【問 4-3】問 4-1で輸出しているという場合、GI登録後、輸出量は増えましたか？

【問 5-1】問 1～問 4以外に、GI 登録の効果を感じていますか？	 	

【問 5-2】問 5-1 で感じているという場合、どんな効果ですか？	
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上
記
の
売
上
高
が
上
が
っ
た
二
件
と
売

上
減
少
に
下
げ
止
ま
り
を
見
せ
た
一
件

は
、
単
価
が
上
が
っ
た
こ
と
を
そ
の
理
由

と
す
る
。
ま
た
、
変
化
な
し
の
一
件
と
評

価
で
き
な
い
の
二
件
（
い
ず
れ
も
作
柄
の

良
し
悪
し
を
理
由
に
変
化
な
し
・
評
価
で

き
な
い
と
す
る
）、下
が
っ
た
の
一
件
（
コ

ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
売
上
高
は
減
少
傾
向
）

も
、
単
価
が
上
が
っ
て
い
る
。
単
価
が
上

が
っ
た
産
品
の
登
録
年
は
、
二
〇
一
五
年

一
件
、
一
六
年
二
件
、
一
七
年
二
件
、
一

八
年
一
件
、
二
一
年
一
件
と
、
二
〇
一
八

年
以
前
に
集
中
し
て
い
る
。
単
価
上
昇
幅

は
、
三
・
九
～
三
六
・
四
％
（
平
均
一
六
・

九
％
）
で
あ
る
。
単
価
上
昇
分
の
配
分
に

つ
い
て
は
、五
産
品
か
ら
回
答
が
得
ら
れ
、

す
べ
て
農
家
が
三
件
、
手
数
料
（
市
場
・

全
農
・
Ｊ
Ａ
な
ど
の
手
数
料
、
ま
た
は
一

割
の
セ
リ
手
数
料
）
を
引
い
た
残
額
を
農

家
と
す
る
の
が
二
件
で
あ
っ
た
。

　
「
大
分
か
ぼ
す
」
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
飲
食
店
の
需
要
減
の
影
響
を
も
ろ
に
受

け
て
お
り
、
Ｇ
Ｉ
登
録
に
よ
る
売
上
の
向

上
も
、
売
上
の
下
落
局
面
に
お
け
る
下
げ

止
ま
り
も
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
東
京

都
中
央
卸
売
市
場
に
お
け
る
「
大
分
か
ぼ

す
」
の
シ
ェ
ア
（
取
扱
数
量
ベ
ー
ス
）
は
、

直
近
一
〇
年
間
平
均
し
て
九
六
・
五
％
で

あ
る
と
こ
ろ
、
Ｇ
Ｉ
登
録
前
の
二
〇
一
二

～
一
六
年
の
「
大
分
か
ぼ
す
」
の
価
格
は
、

全
国
の
カ
ボ
ス
の
平
均
価
格
に
〇
・
八
～

一
・
三
％
（
平
均
一
・
〇
％
）
の
プ
レ
ミ

ア
ム
を
上
乗
せ
し
た
価
格
で
あ
っ
た
。
Ｇ

Ｉ
登
録
後
の
二
〇
一
七
～
二
一
年
は
、〇
・

七
～
四
・
九
％
（
平
均
二
・
二
％
）
の
プ

レ
ミ
ア
ム
を
上
乗
せ
し
た
価
格
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
二
〇
一
二
～
一
六
年
は
、
取

扱
数
量
の
増
減
が
取
扱
金
額
の
増
減
に
直

結
し
て
い
た
が
、二
〇
一
七
～
二
一
年
は
、

取
扱
数
量
と
価
格
が
逆
相
関
と
な
り
、
取

扱
数
量
の
増
減
に
よ
る
取
扱
金
額
の
増
減

の
幅（
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
）が
小
さ
く
な
っ

て
い
る
。

　

▼
農
家
の
所
得
増
加

　

Ｇ
Ｉ
登
録
に
よ
っ
て
、
農
家
の
手
元

に
残
る
利
益
が
増
え
た
が
二
件
（
一
二
・

五
％
）
な
の
に
対
し
、
変
化
な
し
は
一
一

件
（
六
八
・
八
％
）、
評
価
で
き
な
い
が

二
件
（
一
二
・
五
％
）
で
あ
っ
た
（
図
２
）。

な
お
、
利
益
が
増
え
た
二
件
は
、
問
１

－
上がった
2件, 13%

下げ止まった
1件, 6%

変化なし
9件, 56%

下がった
1件, 6%

評価できない
2件, 13%

把握していない
1件, 6%

増えた
2件, 12%

変化なし
11件, 69%

減った
0件, 0%

評価できない
2件, 13%

把握していない
1件, 6%

増えた, 
0件, 0%

変化なし

11件, 69%

減った
4件, 
25%

把握していない
1件, 6%

輸出している
8件, 50%

輸出していない
8件, 50%

増えた
4件, 50%

変化なし
4件, 50%

減った
0件, 0%

輸出している
8件, 50%

輸出していない
8件, 50%

増えた
4件, 50%

変化なし
4件, 50%

減った
0件, 0%

認知度の向上
取材・メディア露出…
GIフェアへの出展
生産意欲・品質意識…
産地結集・産地維持…

ブランド化
海外でのGI取得
自治体との連携

0件 1件 2件 3件 4件 5件

（複数回答あり）

感じている
9件, 56%

感じていない
7件, 44%

図１～５　アンケート調査結果

図１ 図２ 図３

図   4－１ 図 ４－２ 図 ５－１ 図 ５－２
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１
で
売
上
高
が
上
が
っ
た
二
件
で
あ
り
、

評
価
で
き
な
い
二
件
は
、
問
１

－

１
で
評

価
で
き
な
い
と
し
た
二
件
で
あ
る
。

　

利
益
増
加
幅
に
つ
い
て
は
、「
個
人
差

（
加
工
能
力
）
が
あ
り
ま
す
が
、
単
収
で

七
万
円
程
度
」（
能
登
志
賀
こ
ろ
柿
）」
と

の
回
答
が
あ
っ
た
。

▼
担
い
手
・
雇
用
の
増
加

　

Ｇ
Ｉ
登
録
に
よ
っ
て
、
担
い
手
・
雇
用

が
増
え
た
が
〇
件
、
変
化
な
し
は
一
一
件

（
六
八
・
八
％
）
な
の
に
対
し
、
減
っ
た

が
四
件（
二
五
・
〇
％
）で
あ
っ
た（
図
３
）。

減
っ
た
と
す
る
四
件
は
、
い
ず
れ
も
高
齢

化
に
よ
る
減
少
で
あ
る
。
た
だ
し
、
減
っ

た
と
す
る
四
件
の
う
ち
二
件
で
は
、
生
産

規
模
拡
大
を
図
る
生
産
者
・
企
業
が
増
加

し
て
い
る
た
め
、
地
域
の
雇
用
の
増
加
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

▼
輸
出
量
の
増
加

　

Ｇ
Ｉ
登
録
産
品
に
つ
い
て
、
輸
出
し
て

い
る
が
八
件
（
五
〇
・
〇
％
）、
輸
出
し

て
い
な
い
が
八
件
（
五
〇
・
〇
％
）
で
あ

っ
た
（
図
４

－

１
）。

　

輸
出
し
て
い
る
八
件
の
う
ち
、
Ｇ
Ｉ
登

録
後
、輸
出
量
が
増
え
た
が
四
件
（
五
〇
・

〇
％
）、変
化
な
し
が
四
件
（
五
〇
・
〇
％
）

で
あ
っ
た
（
図
４

－
２
）。「
市
田
柿
」
が

二
・
七
倍
、「
能
登
志
賀
こ
ろ
柿
」
が
二

倍
に
増
え
て
い
る
。

　

特
徴
的
な
の
は
輸
出
先
で
、
欧
州
（
フ

ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
・
イ
タ
リ

ア
）
が
一
件
、
米
国
が
一
件
の
ほ
か
は
、

す
べ
て
ア
ジ
ア
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
点
、
Ｇ
Ｉ
制
度
が
浸
透
し
て
い
る

の
は
Ｅ
Ｕ
（
と
く
に
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ

リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
で
あ

る
。
米
国
に
は
Ｇ
Ｉ
制
度
が
な
い
（
商
標

制
度
で
対
応
す
る
）。
ア
ジ
ア
で
は
Ｇ
Ｉ

制
度
が
あ
ま
り
認
知
さ
れ
て
お
ら
ず
（
タ

イ
や
ベ
ト
ナ
ム
は
、
政
府
が
制
度
の
推
進

に
積
極
的
で
は
あ
る
）、
人
気
の
輸
出
先

で
あ
る
香
港
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
期
待

し
た
ほ
ど
評
価
さ
れ
な
い
。
詳
し
く
は
、

弊
所
が
調
査
を
実
施
し
た
『
農
林
水
産
省

　

平
成
三
〇
年
度
主
要
輸
出
国
の
知
財
制

度
等
実
態
調
査
委
託
事
業
』
の
報
告
書
を

参
照
さ
れ
た
い
。

▼
そ
の
他
の
効
果

　

上
記
以
外
に
も
Ｇ
Ｉ
登
録
の
効
果
を
感

じ
て
い
る
が
九
件
（
五
六
・
三
％
）
な
の

に
対
し
、
感
じ
て
い
な
い
が
七
件
（
四
三

・
八
％
）
で
あ
っ
た
（
図
５

－

１
）。

　

効
果
と
し
て
は
、①
認
知
度
の
向
上（
五

件
）、
②
取
材
・
メ
デ
ィ
ア
の
露
出
の
増

加
（
四
件
）、
③
ブ
ラ
ン
ド
化
（
三
件
）

な
ど
が
挙
が
っ
た
（
図
５

－

２
）。
ま
た
、

④
生
産
者
の
生
産
へ
の
意
欲
向
上
・
品
質

へ
の
意
識
向
上
（
四
件
）
や
⑤
産
地
結
集
・

産
地
維
持
へ
の
意
識
向
上
（
一
件
）
は
、

現
場
で
は
重
要
な
効
果
で
あ
る
。「
生
産

者
の
品
質
に
対
す
る
意
識
が
向
上
し
、
品

質
が
安
定
し
た
結
果
と
し
て
、
価
格
が
安

定
し
た
こ
と
は
関
連
付
け
ら
れ
る
」（
市

田
柿
）
と
の
回
答
も
あ
っ
た
。

　

Ｇ
Ｉ
に
よ
る
便
益
獲
得
の
メ
カ
ニ

ズ
ム

　

多
く
の
生
産
者
団
体
は
、
Ｇ
Ｉ
登
録
に

図
６
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
し
て
い
た
と

思
う
。
筆
者
が
顧
問
を
務
め
て
い
る
Ｊ
Ａ

で
は
Ｇ
Ｉ
登
録
産
品
の
単
価
が
上
が
っ
て

お
り
、
職
員
の
方
々
の
奮
闘
に
拍
手
喝
采

を
送
り
た
い
が
、
実
際
に
は
半
数
以
上
の

産
品
で
こ
の
よ
う
な
効
果
を
享
受
で
き
て

い
な
い
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
？

図６　ＧＩに期待されていた効果と現状

単価上昇・
取引量増加 それを元手に

担い手や地域
の雇用の増加

輸出の機会
の増加

海外市場の
シェア拡大

生産規模や
面積の拡大
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Ｇ
Ｉ
登
録
の
効
果
を
最
大
限
享
受
す
る

た
め
に
は
、「
ア
ウ
ト
カ
ム
」「
ブ
ラ
ン
ド
・

エ
ク
イ
テ
ィ
」「
異
業
種
波
及
」「
他
産
品

相
乗
」
と
い
う
四
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
理

解
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

▼
イ
ン
カ
ム
と
ア
ウ
ト
カ
ム

　

図
７
の
縦
軸
は
、
農
林
漁
業
者
の
便
益

獲
得
度
を
示
し
て
い
る
。
①
一
次
産
品
を

そ
の
ま
ま
販
売
し
た
場
合
（
流
通
業
者
と

配
分
）、
②
加
工
に
回
し
た
場
合
（
加
工

業
者
と
配
分
）、
③
レ
ス
ト
ラ
ン
に
回
し

た
場
合
（
飲
食
業
者
と
配
分
）
と
進
む
に

つ
れ
、
農
林
漁
業
者
の
便
益
獲
得
割
合
は

小
さ
く
な
っ
て
い
く
。
こ
の
領
域
の
便
益

は
、
個
々
の
事
業
者
が
主
体
と
な
る
の
で

「
イ
ン
カ
ム
」（
私
的
便
益
）
と
い
う
。
こ

の
領
域
の
便
益
を
す
べ
て
農
林
漁
業
者
に

獲
得
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
が
、
典
型
的
な

「
六
次
産
業
化
」
で
あ
る
。

　

一
方
、
一
次
産
品
が
有
名
に
な
る
と
、

④
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
採
り
上
げ
ら
れ
た

り
、
イ
ベ
ン
ト
や
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
が
行
わ
れ
る（
明
確
な
波
及
）。さ
ら
に
、

⑤
他
の
特
産
品
も
注
目
さ
れ
た
り
、
和
食

ブ
ー
ム
な
ど
が
起
こ
っ
た
り
す
る
（
不
明

確
な
波
及
）。
こ
の
領
域
の
便
益
は
、
地

域
が
主
体
と
な
る
の
で
、「
ア
ウ
ト
カ
ム
」

（
社
会
的
便
益
）
と
い
う
。
こ
の
領
域
の

便
益
は
、
Ｇ
Ｉ
に
よ
る
地
域
活
性
化
で
、

よ
り
有
効
に
獲
得
で
き
る
。
な
お
、
こ
の

領
域
は
、
農
林
漁
業
者
以
外
の
事
業
者
が

多
く
の
便
益
を
獲
得
す
る
が
、
農
林
漁
業

者
が
獲
得
（
内
部
化
：
た
と
え
ば
、
観
光

農
園
）
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

じ
つ
は
、
Ｇ
Ｉ
制
度
は
、
農
林
漁
業
者

自
身
が
獲
得
す
る
「
イ
ン
カ
ム
」
を
直
接

的
に
増
大
化
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
地
域

の
農
林
漁
業
周
辺
の
事
業
者
が
獲
得
す
る

「
ア
ウ
ト
カ
ム
」
と
親
和
性
が
あ
る
と
考
え

る
。
す
な
わ
ち
、
❶
Ｇ
Ｉ
産
品
を
中
心
と

し
て
、
イ
ベ
ン
タ
ー
や
メ
デ
ィ
ア
産
業
、
地

域
の
観
光
関
係
者
（
旅
行
・
宿
泊
・
運
輸
）

な
ど
の
農
林
漁
業
周
辺
の
事
業
者
が
連
携

的
に
活
動
し
、
彼
ら
が
ア
ウ
ト
カ
ム
を
獲

得
す
る
と
い
う
ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
挟
ん

だ
後
に
、
❷
（
ア
ウ
ト
カ
ム
の
獲
得
に
よ
り

さ
ら
に
盛
り
上
が
っ
た
）
彼
ら
の
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
対
し
て
消
費
者
が
抱
く
プ
ラ
ス

の
連
想
が
、
イ
ン
カ
ム
の
経
済
外
効
果
に

還
元
さ
れ
（
図
７
の
⑦
）、
Ｇ
Ｉ
産
品
に

「
ブ
ラ
ン
ド
・
エ
ク
イ
テ
ィ
」（
次
項
）
と

し
て
蓄
積
し
、
❸
Ｇ
Ｉ
産
品
の
単
価
上
昇

な
ど
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｇ
Ｉ

登
録
し
て
も
農
業
所
得
の
増
大
な
ど
に
直

結
し
な
い
の
は
、
こ
れ
が
一
因
で
あ
ろ
う
。

　

実
際
、
Ｅ
Ｕ
で
は
、
Ｇ
Ｉ
制
度
と
対
に

な
る「
味
の
景
勝
地
」（
フ
ラ
ン
ス
）や「
歓

評判・評価

ブランド・
エクイティ

私的便益
（インカム）

６次産業化で獲得可

社会的便益
（アウトカム）

GIによる地域活性化で獲得可

経済的効果経済外効果 経済外効果

内部化可能領域

農林漁業者

流通業者

加工業者

飲食業者
明確な波及
（観光関係者（旅行・
宿泊・運輸）、
メディア産業、
イベント関係者等）

不明確な波及
（ブーム等）

社会現象、
ファン活動等

他の特産品、
他のGI産品、
和食ブーム
等

観光農園

イベント、
マスメディア、
農観連携、

都市農村交
流等

1 2 3

4 5 6

7

図７　ＧＩの収益の源泉と経済効果（初出：拙稿・JA 金融法務 2016 年 4 月号）
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喜
の
グ
ル
メ
地
域
」（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）

な
ど
の
地
域
の
認
定
制
度
が
あ
る
。
世
界

初
の
原
産
地
呼
称
法
の
対
象
で
あ
る
ポ
ー

ト
ワ
イ
ン
の
「
ア
ル
ト
・
ド
ウ
ロ
・
ワ
イ

ン
生
産
地
域
」
は
世
界
遺
産
で
も
あ
る
。

観
光
か
ら
Ｇ
Ｉ
産
品
へ
の
還
元
で
あ
る
。

　

日
本
で
も
、
二
〇
一
六
年
度
に
「
食
と

農
の
景
勝
地
」
制
度
が
創
設
さ
れ
、
二
〇

一
七
年
度
に
「
Ｓ
Ａ
Ｖ
Ｏ
Ｒ　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
」（
農
泊
・
食
文
化
海
外
発
信
地
域
）

制
度
に
名
称
変
更
し
存
続
し
て
い
る
。
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
一
環
と
し
て
、
Ｇ
Ｉ
登
録
し
た
生
産

者
団
体
が
、
地
域
の
認
定
制
度
に
取
り
組

む
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
点
、
Ｇ
Ｉ

産
品
で
は
な
い
が
、
と
も
に
日
本
農
業
遺

産
に
認
定
さ
れ
た
「
下
津
み
か
ん
」（
和

歌
山
県
下
津
地
域
、二
〇
一
八
年
）
と
「
有

田
み
か
ん
」（
和
歌
山
県
有
田
地
域
、
二

〇
二
〇
年
）
の
地
域
が
連
携
し
て
世
界
農

業
遺
産
を
目
指
し
て
い
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
の
中
で
、「
認
知

度
の
向
上
」
や
認
知
度
向
上
に
つ
な
が
る

「
取
材
・
メ
デ
ィ
ア
の
露
出
の
増
加
」
が
挙

げ
ら
れ
て
い
た
。「
飯
沼
栗
」
は
「
高
級
果

樹
店
に
認
知
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
有
名

人
・
シ
ェ
フ
・
パ
テ
ィ
シ
エ
か
ら
視
察
、
マ

ス
コ
ミ
取
材
な
ど
で
の
知
名
度
向
上
が
あ

り
、
品
物
を
高
い
単
価
で
も
お
さ
え
た
い

卸
の
お
客
様
が
増
え
、単
価
が
上
が
っ
た
」

と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に
ア
ウ
ト

カ
ム
獲
得
へ
の
通
過
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

▼
ブ
ラ
ン
ド
・
エ
ク
イ
テ
ィ

　

ブ
ラ
ン
ド
と
い
う
「
器
」
に
、
プ
ラ
ス

ま
た
は
マ
イ
ナ
ス
の
ブ
ラ
ン
ド
連
想
な
ど

が
「
水
」
の
よ
う
に
溜
ま
っ
て
い
き
、
そ

の
溜
ま
っ
た
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
要
素

の
総
和
が
、ブ
ラ
ン
ド
の
資
産
的
価
値（
ブ

ラ
ン
ド
・
エ
ク
イ
テ
ィ
）
と
な
る
。
消
費

者
が
抱
く
ブ
ラ
ン
ド
連
想
を
体
系
化
し
た

も
の
を
「
ブ
ラ
ン
ド
・
イ
メ
ー
ジ
」
と
い

い
、
事
業
者
が
内
外
に
示
す
ブ
ラ
ン
ド

連
想
を
体
系
化
し
た
も
の
を「
ブ
ラ
ン
ド
・

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
と
い
う
。

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
に
つ
い
て
、
地

域
（
名
）
の
イ
メ
ー
ジ
と
産
品
を
結
び
つ

け
よ
と
い
う
説
明
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し

ほ
と
ん
ど
の
地
域
は
消
費
者
に
知
ら
れ
て

お
ら
ず
、
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
を
産
品
に
注

げ
る
よ
う
な
地
域
名
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

ブ
ラ
ン
ド
・
エ
ク
イ
テ
ィ
の
蓄
積
の
手

法
に
つ
い
て
は
別
稿
（
拙
著
・
特
許
庁
編

『
地
域
団
体
商
標
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
二
〇

二
〇
年
）
に
譲
る
が
、
多
く
の
地
域
ブ
ラ

ン
ド
で
は
、資
金
も
人
員
も
乏
し
い
た
め
、

自
分
達
だ
け
の
取
組
み
で
は
、
ブ
ラ
ン

ド
・
エ
ク
イ
テ
ィ
の
蓄
積
に
時
間
が
か
か

り
す
ぎ
る
。
そ
こ
で
前
述
の
、
地
域
の
多

く
の
周
辺
事
業
者
を
巻
き
込
み
、
彼
ら
に

先
に
儲
け
て
も
ら
う
過
程
（
ア
ウ
ト
カ
ム

の
獲
得
）
が
重
要
に
な
る
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、農
林
漁
業
者
の
周
辺
に
、

産
品
に
関
わ
る
地
域
の
事
業
者
が
多
く
い

る
こ
と
で
あ
る
。
観
光
に
適
さ
な
い
地

域
も
あ
る
し
、オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム（
観

光
公
害
）
の
問
題
も
あ
る
の
で
、
観
光
が

重
要
な
の
で
は
な
い
。

▼
Ｇ
Ｉ
の
便
益
獲
得
の
方
向
性

　

筆
者
は
、
図
８
の
よ
う
に
Ｇ
Ｉ
に
つ
い

て
は
、
①
多
品
展
開
、
②
販
路
拡
大
、
③

異
業
種
波
及
、
④
他
産
品
相
乗
（
提
携
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
）
と
い
う
四
つ
の
便
益
獲
得

の
方
向
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
ず
、
①
多
品
展
開
と
②
販
路
拡
大
は
、

Ｇ
Ｉ
産
品
を
活
用
し
た
六
次
産
業
化
で
も
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あ
り
、
農
林
漁
業
者
自
身
で
直
接
獲
得
す
る

イ
ン
カ
ム
（
フ
ロ
ー
）
で
あ
る
。
図
７
で
見

た
よ
う
に
、
ア
ウ
ト
カ
ム
自
体
の
農
林
漁
業

者
の
獲
得
割
合
は
小
さ
い
た
め
、
多
く
の

地
域
で
は
、
多
品
展
開
や
販
路
拡
大
と
い
っ

た
イ
ン
カ
ム
の
み
に
目
を
向
け
て
い
る
。

ら
ず
、
地
域
の
異
業
種
や
全
国
の
同
業
種

を
含
む
）、
地
域
活
性
化
や
消
費
者
と
の

価
値
共
創
、
こ
れ
ら
に
よ
る
農
業
所
得
の

増
大
が
達
成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ア
ウ
ト
カ
ム
獲
得
の
事
業
モ
デ
ル

　

ア
ウ
ト
カ
ム
の
領
域
（
と
く
に
異
業
種

波
及
や
他
産
品
相
乗
）
は
、
他
を
ど
の
よ

う
な
形
で
引
き
込
む
か
が
重
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
Ｇ
Ｉ
登
録
さ
れ
た
果
実
の
取
組

み
を
見
て
い
く
。

▼
異
業
種
波
及

　

異
業
種
波
及
に
つ
い
て
は
、「
す
で
に

地
域
の
異
業
種
と
連
携
し
て
い
る
」
と
反

論
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
筆

者
が
見
る
限
り
、
原
材
料
に
Ｇ
Ｉ
産
品
を

使
用
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
り
、
同

種
の
加
工
品
が
地
域
内
で
多
数
競
合
（
代

替
材
：
た
と
え
ば
、
ジ
ャ
ム
と
コ
ン
ポ
ー

ト
）
し
て
い
る
地
域
が
多
い
。
こ
れ
で
は

豊
か
な
ブ
ラ
ン
ド
連
想
は
蓄
積
し
な
い
。

　

昨
今
、
ご
当
地
和
牛
・
豚
が
多
く
見
ら

れ
る
が
、こ
れ
は
地
域
産
品
と
「
独
立
財
」

（
た
と
え
ば
、ジ
ャ
ム
と
肉
）
ま
た
は
「
補

完
財
」（
た
と
え
ば
、
ジ
ャ
ム
と
パ
ン
、

　

一
方
、
③
異
業
種
波
及
と
④
他
産
品
相

乗
は
、
Ｇ
Ｉ
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
便
益
の

方
向
性
で
あ
り
、
地
域
に
還
流
さ
れ
る
ア

ウ
ト
カ
ム
（
フ
ロ
ー
）
で
あ
る
。
と
く
に

ア
ウ
ト
カ
ム
は
、
Ｇ
Ｉ
に
還
元
さ
れ
蓄
積

し
て
い
く
（
ス
ト
ッ
ク
）。

　

上
記
①
～
④
の
便
益
は
、
外
側
に
行
け

ば
行
く
ほ
ど
（
他
の
地
域
か
ら
の
）
収
益

が
大
き
く
な
り
、
適
切
な
順
序
で
行
う
こ

と
に
よ
り
、
Ｇ
Ｉ
に
よ
る
便
益
を
最
大
化

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

Ｇ
Ｉ
は
、
農
林
漁
業
者
や
地
域
の
農
林

漁
業
周
辺
の
事
業
者
の
活
動
に
対
す
る
ブ

ラ
ン
ド
連
想
や
、
消
費
者
の
当
該
産
品
に

対
す
る
ブ
ラ
ン
ド
連
想
な
ど
を
蓄
積
す
る

「
器
」
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
Ｇ
Ｉ
産
品
を
中
心
と
し
て

（
ま
た
は
Ｇ
Ｉ
産
品
自
体
で
）、「
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」（
本
稿
で
は
、
価
値
を
共
通

に
す
る
多
く
の
地
域
資
産
が
参
加
で
き
る

場
を
い
う
。
た
と
え
ば
、
く
ま
モ
ン
）
を

形
成
で
き
る
。Ｇ
Ｉ
は
、プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
セ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
で
、
Ｇ
Ｉ
に
よ

る
農
林
漁
業
を
中
核
と
し
た
産
地
結
集

（
本
稿
で
は
、
農
林
漁
業
者
同
士
の
み
な

狭義の6次産業化
（インカム、

個人主体、フロー）

GIによる
地域活性化
（アウトカム、

地域主体、フロー）

GI
産品
ｽﾄｯｸ

販路拡大

レ
ス
ト
ラ
ン

直
販/ EC

海
外
展
開

店
舗/

対
面
販
売

大手メーカー
との共同開発

多品展開

材料化

→ライセンスインハウス←

加工品

改良品

異業種波及

他
の
特
産
品

→

シ
リ
ー
ズ
化

他
地
域
の

G
I

産
品

他産品相乗（提携ブランド戦略）

図８　ＧＩに係るビジネスのモデルケース（初出：拙著・JA 全中編『JA グ
ループ地理的表示保護制度活用マニュアル』2015 年）
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肉
と
穀
物
）
の
関
係
に
あ
り
、
地
域
の
農

産
物
と
相
性
が
良
い
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
点
、
単
に
Ｇ
Ｉ
産
品
を
原
材
料
と

し
た
加
工
品
で
は
な
く
、
別
個
の
地
域
産

品
を
生
み
出
し
て
い
る
例
と
し
て
、「
辺
塚

だ
い
だ
い
カ
ン
パ
チ
」（
辺
塚
だ
い
だ
い
）

や
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
加
工
用
か
ら
出
た
果

皮
な
ど
（
青
果
で
は
な
い
の
で
「
大
分
か
ぼ

す
」
と
は
名
乗
れ
な
い
）
を
餌
に
し
た
「
か

ぼ
す
ブ
リ
・
か
ぼ
す
ヒ
ラ
メ
・
か
ぼ
す
ヒ

ラ
マ
サ
」（
大
分
か
ぼ
す
）
が
挙
げ
ら
れ

る
。
ま
た
、
化
粧
品
「
フ
ラ
ナ
ス
・
ブ
ラ

ン
シ
ュ
」（
山
形
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
）
や
「
市

田
柿
コ
ス
メ
」（
市
田
柿
）
は
、
地
理
的

領
域
内
の
企
業
と
連
携
し
た
も
の
で
あ
る
。

▼
他
産
品
相
乗
①
（
同
一
地
域
の
他
の
特

産
品
）

　

異
業
種
波
及
が
、
異
業
種
の
活
動
か
ら

生
じ
る
ブ
ラ
ン
ド
連
想
と
い
う
「
水
」
を

Ｇ
Ｉ
産
品
に
還
元
・
蓄
積
し
て
い
く
の
に

対
し
、
他
産
品
相
乗
は
、
ブ
ラ
ン
ド
連
想

と
い
う
「
水
」
を
お
互
い
に
注
ぎ
合
う

（
シ
ェ
ア
す
る
）
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

　

他
産
品
相
乗
に
は
、
①
同
一
地
域
の
他

の
特
産
品
と
の
相
乗
（
こ
れ
は
異
業
種
波

及
で
も
あ
る
）
と
、
②
他
地
域
の
同
種
の

産
品
（
と
く
に
次
項
の
、
全
国
の
同
種
の

Ｇ
Ｉ
産
品
）
と
の
相
乗
が
考
え
ら
れ
る
。

　

上
記
①
の
例
と
し
て
、「
辺
塚
だ
い
だ

い
」
と
同
じ
鹿
児
島
県
の
Ｇ
Ｉ
産
品
「
鹿

児
島
の
壺
造
り
黒
酢
」
や
、
Ｇ
Ｉ
酒
類
「

薩
摩
」
と
の
コ
ラ
ボ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

▼
他
産
品
相
乗
②
（
全
国
の
同
種
の
Ｇ
Ｉ

産
品
）

　

日
本
で
Ｇ
Ｉ
制
度
が
盛
り
上
が
ら
な
い

要
因
と
し
て
、
制
度
の
認
知
不
足
が
言
わ

れ
て
い
る
。
そ
れ
も
あ
る
だ
ろ
う
が
筆
者

は
、
全
国
に
同
種
の
Ｇ
Ｉ
産
品
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
産
地
が
点
在
し
て
い
る
だ
け

で
、「
参
照
フ
レ
ー
ム
」（
多
く
は
製
品
カ

テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
。
図
９
）
が
設
定
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
要
因
の
一
つ
と
考
え
る
。

　

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
従

来
か
ら
「
差
別
化
ポ
イ
ン
ト
」（
競
争
優

位
性
を
提
示
す
る
ブ
ラ
ン
ド
連
想
）
ば
か

り
に
注
力
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

　

し
か
し
、
産
品
が
適
切
な
製
品
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
属
し
て
い
な
い
場
合
、
差
別
化
ポ

イ
ン
ト
を
効
果
的
に
訴
求
で
き
な
い
（
た

と
え
ば
次
項
の
、
干
柿
と
ド
ラ
イ
フ
ル
ー

ツ
が
こ
れ
に
該
当
す
る
）。
ま
た
、
産
品

が
属
す
べ
き
製
品
カ
テ
ゴ
リ
ー
自
体
が
存

在
し
な
い
場
合
、
そ
も
そ
も
消
費
者
の
選

択
肢
に
上
が
ら
な
い
（
た
と
え
ば
、
晩
白

柚
が
こ
れ
に
該
当
す
る
か
も
し
れ
な
い
）。

　

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
ど
の
製
品
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
か
が
差
別
化
以
前
に

重
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
不
人
気
だ
っ

た
鶏
む
ね
肉
の
加
熱
食
肉
製
品
が
、「
サ

ラ
ダ
チ
キ
ン
」
と
い
う
製
品
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
認
知
に
よ
り
、（
商
品
自
体
は
変
わ
っ

て
い
な
い
の
に
）
爆
発
的
に
売
れ
た
。

　

参
照
フ
レ
ー
ム
と
し
て
の
製
品
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
属
す
る
た
め
の
ブ
ラ
ン
ド
連
想
を

「
同
化
ポ
イ
ン
ト
」
と
い
う
。
こ
の
参
照

フ
レ
ー
ム（
と
し
て
の
製
品
カ
テ
ゴ
リ
ー
）

お
よ
び
同
化
ポ
イ
ン
ト
を
、
全
国
の
同
種

の
Ｇ
Ｉ
産
品
で
協
力
し
て
打
ち
出
す
こ
と

で
、ア
ウ
ト
カ
ム
は
拡
大
す
る
と
考
え
る
。

　

具
体
的
に
は
、
図
10
の
よ
う
に
Ｇ
Ｉ
と

Ｊ
Ａ
Ｓ
（
日
本
農
林
規
格
）
を
組
み
合
わ

せ
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
に
よ
り
当
該
製
品
カ
テ
ゴ

リ
ー
を
他
地
域
の
同
業
種
と
一
緒
に
育
て

て
い
く
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
個
々

の
生
産
者
の
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
商

図
９　

同
化
ポ
イ
ン
ト
と
差
別

化
ポ
イ
ン
ト 同化ポイント（競争範囲の規定）

①市場参入上の同化ポイント
②競争対抗上の同化ポイント→模倣・追随

差別化ポイント
（競争優位性の提示）

参照フレーム（多くは製品カテゴリー）

価値

図9
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　　特集●地理的表示（ＧＩ）保護制度と知的財産

　　
標
登
録
（
ま
た
は
、
よ
り
上
位
の
Ｇ
Ｉ
登

録
）
に
よ
り
確
立
し
、
②
地
域
的
な
広
が

り
が
あ
る
場
合
は
、
Ｇ
Ｉ
登
録
（
先
に
商

標
や
地
域
団
体
商
標
の
登
録
が
あ
る
場
合

は
、
そ
の
上
位
に
設
定
）
に
よ
り
確
立

し
、
さ
ら
に
、
③
Ｇ
Ｉ
登
録
産
品
を
含
む

全
国
の
同
種
の
産
品
を
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
（
国
内

標
準
）
に
よ
り
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
底
上

げ
す
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
④
Ｃ
Ｏ
Ｄ

Ｅ
Ｘ
や
Ｉ
Ｓ
Ｏ
な
ど
の
国
際
標
準
に
よ
り

競
争
力
を
強
化
す
る
の
で
あ
る
。
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
ブ
ラ
ン
ド
の
階

層
化
が
有
効
だ
が
、
Ｇ
Ｉ
と
Ｊ
Ａ
Ｓ
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
緻
密
な

ブ
ラ
ン
ド
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
、
ま

た
、
消
費
者
の
果
物
離
れ
の
中
、
市
場
自

体
の
パ
イ
を
増
や
し
ア
ウ
ト
カ
ム
獲
得
に

つ
な
げ
ら
れ
る
と
考
え
る
。

　

な
お
、
図
10
で
は
、
農
林
水
産
省
の
考

え
方
に
即
し
て
、
Ｇ
Ｉ
登
録
の
上
に
商
標

登
録
を
位
置
付
け
て
い
る
が
、
Ｇ
Ｉ
と
商

標
の
組
み
合
わ
せ
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て

は
、
拙
稿
・
本
誌
七
三
巻
四
五
～
五
二
頁

を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
と
く
に
輸
出

の
場
面
で
は
、
Ｇ
Ｉ
登
録
を
最
上
位
に
置

く
べ
き
で
あ
る
。
我
々
が
海
外
の
Ｇ
Ｉ
産

品
に
つ
い
て
メ
ー
カ
ー
名
を
意
識
し
な
い

の
と
同
様
、
輸
出
の
場
面
で
は
、
Ｇ
Ｉ
登

録
の
上
に
置
い
た
商
標
登
録
は
あ
ま
り
意

味
を
な
さ
な
い
。

▼
新
た
な
Ｊ
Ａ
Ｓ
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
創
出

　
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
は
、
昭
和
四
五
年
の
大
改

正
以
降
、
農
林
物
資
の
品
位
・
成
分
・
性

能
そ
の
他
の
「
品
質
」
を
対
象
と
し
て
き

た（
図
11
Ａ
）。
そ
の
後
、「
生
産
方
法
」（
平

成
五
年
改
正
：
特
定
Ｊ
Ａ
Ｓ
、
有
機
Ｊ
Ａ

Ｓ
、
生
産
情
報
公
表
Ｊ
Ａ
Ｓ
が
導
入
）
や

「
流
通
方
法
」（
平
成
一
七
年
改
正
：
低
温

管
理
流
通
Ｊ
Ａ
Ｓ
が
導
入
）
に
対
象
を
拡

大
し
て
き
た
（
図
11
Ｂ
）。

　

さ
ら
に
平
成
二
九
年
の
大
改
正
で
、
Ｊ

Ａ
Ｓ
規
格
の
対
象
が
大
幅
に
拡
大
し
た

（
図
11
Ｂ
～
Ｆ
）。
詳
細
は
別
稿
（
拙
稿
・

Ｊ
Ａ
金
融
法
務
二
〇
一
八
年
三
月
号
一
〇

～
一
五
頁
）
に
譲
る
が
、
知
的
財
産
分
野

で
発
達
し
て
き
た
「
戦
略
的
標
準
化
」
の

考
え
方
を
、
農
林
水
産
分
野
に
応
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
図
11
の
Ｄ

と
Ｅ
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

　

従
来
の
「
品
質
」
に
つ
い
て
の
Ｊ
Ａ
Ｓ

図 10　ＧＩとＪＡＳを活用した階層ブランディング（初出：拙稿・JA 金融法務 2018 年 3 月号）

一般的な農林水産物

商標・地域団体商標

GI
【特定地域標準】

商標
（or GI）

新たなJAS
【国内標準】

オール
ジャパンで
底上げ

Codex, ISO etc
【国際標準】

全
国

地
域

生
産
者

同化ポイント
参照フレーム

差別化ポイント①
（同化ポイントでもある）

差別化ポイント②
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規
格
で
は
、
当
該
品
質
を
実
現
す
る
ノ
ウ
ハ

ウ（
営
業
秘
密
）も
公
開
す
る
必
要
が
あ
り
、

ノ
ウ
ハ
ウ
を
公
開
し
た
く
な
い
場
合
は
、
Ｊ

Ａ
Ｓ
で
規
格
化
で
き
な
か
っ
た
。
平
成
二
九

年
改
正
で
、
自
己
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
用
い
な
け

れ
ば
実
現
で
き
な
い
品
質
基
準
（
た
と
え

ば
、
果
物
の
熟
度
、
鮮
度
、
機
能
性
成
分
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
）
に
つ
い
て
の
試
験
・
分
析
・
測

定
・
鑑
定
・
検
査
・
検
定
の
方
法
を
、
ノ

ウ
ハ
ウ
を
秘
匿
し
た
ま
ま
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
で
規

格
化
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（
図
11
Ｄ
）。

　

ま
た
、
平
成
二
九
年
改
正
で
、
新
た
な

カ
テ
ゴ
リ
ー
を
Ｊ
Ａ
Ｓ
で
規
格
化
し
、
場

合
に
よ
っ
て
は
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
や
Ｉ
Ｓ
Ｏ
な

ど
の
国
際
規
格
に
架
橋
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
（
図
11
Ｅ
）。

　

か
つ
て
、
日
本
で
お
馴
染
み
の
「
乳
酸

菌
飲
料
」
に
つ
い
て
、
国
際
規
格
に
新
た

な
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
創
出
し
、
自
ら
に
有
利

な
競
争
環
境
に
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
具

体
的
に
は
、
乳
酸
菌
飲
料
は
、
当
時
の
海

外
で
は
認
知
度
が
低
く
、「
清
涼
飲
料
水
」

に
分
類
さ
れ
、
高
率
の
付
加
価
値
税
が
課

さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
他
の

乳
製
品
と
同
様
の
軽
減
税
率
区
分
へ
変
更

を
促
す
た
め
に
、
国
際
的
な
食
品
規
格
で

あ
る
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
に
「
発
酵
乳
」
の
一
類

型
と
し
て
乳
酸
菌
飲
料
を
規
格
化
し
た
。

そ
の
結
果
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
で
食
品
分
類

が
変
更
さ
れ
、
税
率
が
軽
減
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
日
本
特
有
の
産
品
を
海
外

に
輸
出
す
る
場
合
に
は
、
同
様
の
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
日
本
の
ほ
ぼ

す
べ
て
の
県
で
生
産
さ
れ
て
お
り
、
五
件

が
Ｇ
Ｉ
登
録
さ
れ
て
い
る
「
干
柿
」
は
、

日
本
で
は
「
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
」
に
分
類

さ
れ
る
が
、
海
外
（
と
く
に
Ｅ
Ｕ
）
に
お

い
て
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
砂
糖
を
か
け
た

低
価
格
商
品
を
指
す
。
そ
の
た
め
、
Ｇ
Ｉ

登
録
さ
れ
た
干
柿
で
あ
っ
て
も
、
海
外
で

は
干
柿
の
価
格
は
低
く
抑
え
ら
れ
て
し
ま

い
、
輸
出
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
、「
干
柿
」
と
い
う
新
た
な
カ
テ
ゴ
リ
ー

（
枯
露
柿
と
あ
ん
ぽ
柿
を
別
個
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
し
て
も
良
い
）
を
創
出
す
る
こ
と

に
よ
り
、
海
外
に
お
い
て
、
安
価
な
ド
ラ

イ
フ
ル
ー
ツ
と
は
別
個
の
高
価
格
帯
の
商

品
と
し
て
売
り
出
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

（
ア
グ
リ
創
研
㈱
＝
板
橋
区
板
橋
四

－

二

八

－

八

－

四
〇
五
）

図 11　ＪＡＳの展開とバリューチェーン（初出：拙稿・JA 金融法務 2018 年 3 月号）

（特に海外にお
ける）カテゴリー

創出

農林水産物・
加工品の品質
・仕様（品位・
成分・性能等）

試験方法・
評価方法

生産プロセス
生産マネジメント

流通プロセス
流通マネジメント

ex.保管、輸送、資材
、販売

消費マネジメント
ex.調理、使用方
法、提供方法

対象が拡大

経営管理 ex. CSR活動、環境経営、労務管理・労働安全

サービス
ex.文化として
の和食の提供

新たなJAS
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F
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